
 

 

§1 上部工（鋼軌道桁）設計手順 

以下に鋼軌道桁の設計手順を示す。道路橋仕様、鉄道橋仕様について応力度照査の手法は異なるが大まかな設計手順は同じである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◎線形計算 

START 

①線形計算 

・予備設計時に作成されたモノレール線形より、 

対象橋梁箇所の線形計算を実施。 

②荷重条件の整理 

・設計計算で考慮する荷重、組み合わせケース 

(大阪モノレール構造物設計指針に基づく)の整理を行う。 

③モデル作成 

・断面力算出のためのモデルを作成する。 

・主桁、横桁:1次部材[結合条件は剛接合(断面力を伝える)。] 

・横構:2次部材[結合条件はピン接合(軸力のみを伝える)。] 

④断面力算出 

・③で作成したモデルに荷重を与え、断面力を算出する。 

⑤主桁断面計算 

・④で算出した作用断面力に対して主桁断面計算を実施する。 

⑥横桁、横構断面計算 

・同様に、横桁、横構の断面計算を実施する。 

END 

主桁 横桁 

主桁添接位置、横桁位置、横構位置に格点を設け、それらをつないで部材モデルを作成する。 

横構 

◎モデル作成 

◎断面力算出 

◎断面計算 


